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ジャガイモ近縁種の細胞遺伝学的研究

2. LongiPedicellata群四倍種とその人為八倍体について1)

増谷哲雄

Cytogenetic studies of the tuber-bearing Solanurn species. 

2. On the tetraploid species and ad artificial octoploid 

plant in the series LongiPedicellata BUK. 

By 

Tetsuo MASUTANI 

LongiPedicellata j!'(:に属ずる凶倍種の育種上有用な形

質を栽培種え導入するにあたっては，交雑上の困難を伴

うが，これ等野生種の人為八倍体を母親とする場合には

比較的交雑が容易であると報告されている (Solanum

long.ψediceUρtumBITT.について SWAMINATI-IAN1951 

及び 1954，Solanum stoloniferum SCI-ILECI-ITD. etBCI廷

について v.WANGENI-IEIM 1954)。 この点に関しては

Acaulia群に属する四倍種Solanumpunae ]uz. (LAMM 

1943)及び Solanumacaule BITT. (LAMM 1945， 

Sw AMINATI-IAN 1951及び 1954，v. WANGENI-IEIM 1954) 

についても同様な傾向が認められる。

筆者は系統発生及び上述した育種上の問題に基泌資料

を提供する目的で LongiPedicellata群に属する四倍種

Solanum antipoviczii BUK.~'， Solanum ajuscoense BUK." 

及び S.ajuscoenseの人為八倍体を細胞学的に調査した。

なお S.ajuscoenseの人為八倍体は四倍種 S.ajuscoense 

の自然結果種子をコノレヒチンで処理して得られた系統で

ある(北海道農業試験場)。

これ等の材料はすべて北海道農業試験場より御分談]頁

いたものであり，ここに同作物部第四研究室室長永田利

男技官及び入倉幸雄投官に深甚なる謝意を表する次第で

ある。

実験方法として，体細胞染色体については叙端を 0.002

モノレの8ーオキシキノリン水溶液で前処理， カノレノア液

(3 ; 1)で固定，通常のフオイノレゲンBI応による染色の後

おしつぶして観察に供した。成熟分裂の観察り鉄を含む

1) 北海道大学農学部育種学教室業績

カノレノア液 (SWAMINATI-IAN1954)でぶJを固定し，アセ

トカーミンで染色するブJ法によった。花粉稔性の調査に

はアセトカーミンを用いた。

観察結果

体細胞染色体数に関する調査によれば，S. ajuscoense 

及びS.antztovicziiの凹倍種は 2n = 48， S. ajuscoenseの

人為八倍体(以下本報告では八倍体と称する)は 2nニ 96

の染色体数を有する(第 1-3図)。

凹倍種 S.ajuscoense及び S.antijりo'vz'cziiの成熟分

裂，移動期と M-Iでは第1表及び第2表に示す如く，二

価染色体24倒の観察される場合が一般的であり(第5図
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第1-3図体細胞染色体(約 1000倍)

第 1図 S.antipovicz口，2n=48 
第2図 S.ajuscoense， 2 nニ 48
第3図 S.σjuscoense人為八倍休， 2 n=96 

持最近 HAWKES(1958)は種々の見地よりふωlIitovicziiBuK.， S. ajuscoense BuK.， S. longiPedicellatum BIT1'. 

及び{也数種を S.stoloniferum SCI-ILECI-ITD. K属する同一種とみなしている。本報告においては種名の記載は旧

来の慣用法(HAWKES1944， SWAMINATI-IAN and HOWARD 1953)に従った。
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第1表 s. antltoviczuの成熟分裂に
おける染色体接合

観 察 細 胞 数
観察時期

24 II I 23山 1I 

移動期 38 2 

M-1 37 3 

第2表 S. ajuscoenseの成熟分裂に

おける染色体接合

観 察 劇団 胞 数
観察時期

24 II I 23山 1I 

移動則 50 1 

M-1 36 3 

計-

40 

40 

51 

39 

て一致する。

S. anupoviczuのlVH1について 38核阪を観察した

が，核板上にはそれぞれ23，24， 25の染色体数が認めら

れ，平衡核板率は82%であった。 II-Aには4個の染色

体群が観察されるが，その各々の染色体数を調査した結

果は次の様である。

染色体数 119 20 21 22 23 24ぉ|計
!ワ o 0 4 8 182 8 I 204 観察数 I，;...， 1Cl.lt"\U~\ U I 

(89%) I 

四分子期には正予言四分子(第9図)が大部分を占め (97

ro)， その他まれに五分子が観察された。 1958年開花期

初期に調査した花粉稔性は98%，1959年の開花期末期

では86roであった。

及び7図)，まれに2個の一価染色体がみられる事もある S. α'Juscoense の A-1 ではまれに 1~2 個の遅滞染色

が(第4図及び6図)，多価染色体はまったく観察されな 体がみられた(3∞細胞中 6細胞一第8図)。四分子期には

かった。 正常四分子(第 10図)が98%の高頻度で観察され，他に

この観察結果は OKUNO(1951)， LONGLEY and CLARK 五分子もみられた。 花粉稔性は 1959年8月の調査で

(1930， S. antψovicziiについて)等の結果と大要におい 82%を示した。先に述べた M-1の観察結果を含め，観察
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四倍種の成熟分裂

(第9図及び 10図は約 500倍，他は約 1000倍)

第4図 S. antitoviczii移動期， 23 II十21
第5図 S.antipoviczii M-1， 24 II 
第6図 S.ajuscoense M-1， 23 II十21
第7図 S.ajuscoense M-1， 24 II 
第8図 S. ajuscoense A-1，遅滞価染色体
策9図 S. anuj;oviczii正常四分子

第10図 S. ajuscoense正常四分子

5 

6 

7 

8 

の範囲内では成熟分裂の経過は s.antipoviczii におけ
るそれに類似しており，著しい異常は認められない。

まれにみられる A-1の遅滞染色体 (S.ajuscoense) 

及び M-II，A-II における染色体の不均一な配分 (S.

antかoviczii)等は M-1における 2個の 価染色体に由

来するものと考えられる。

1958年及び 1959年の2年を通じ，札幌では八倍体は

ほとんど開花をみる事なし生育状態も必らずしも良好

とはいえなかったが，充分次の観察を行なう事が出来た。

この系統の成熟分裂 M-1を48細胞について観察した

が，その染色体接合様式は第3表に示す如くかなり複雑

である。

凶価，三価，二価及び一価染色体が観察され(第 11図

及び 12区1)， 多価染色体(三価及び凹価染色体)は 3~固か

ら8個までの場合が多く，その平均頻度は5.08であっ

た。また観察したすべての細胞に一価染色体がみられ，

その平均頻度は3.54であった。

ジャガイモ近縁種の人為八倍体については細胞学的資

料は比較的少なく， また詳細な記載は見当らないが，

LAMM(S.jうunae1943， S. acaule 1945)， SWAMINATHAN 

(S. acaule及び S.longψedicellatum 1954)及び SINHA

(S. acaule 1953~ 1954)の結果をみると大要において筆者

の観察結果と一致している。すなわちこれ等の研究者が

用いた四倍種では 般に二価染色体のみ観察され，その

人為八倍体では四価より大きい価をもっ緩合染色体はみ
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第 3表

lV 

られない。しかし LAMM(υ19似45司)が人為八倍体 S.a臥t

の7細胞で分析し7たこ結果に比較すると，筆者の場合四価

染色体の頻度低く，三価及び一価染色体の頻度が高い。

LAMM (1943及び 1945)と SWAMINATHAN(1954)は細

胞学的観察結果及び他の資料から材料植物のゲノム構成

に関して考察を行ない，その異質倍数性を推定している。

増谷.ジャガイモ近縁種の細胞遺伝学的研究

1 TII I 1I I I I (f;十盟)|;胞数

察

八倍体の M-1における染色体接合
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人為八倍体 S.ajuscoenseの成熟分裂
(第16図及び第 17図は約5ω倍，他は約 1000倍)

第 11図 M-1，71V +4 III+26 II十41
第 12図 M-1，2IV +4 III+37 II十21
第 13図 A-1，遅滞染色体

第 14図 M-II， 48-48の染色体配分

第 15図 A-II，4染色体群(染色体数:47-47-47 

47)と櫛離染色体(白)

小核を伴う四分子

小核を伴う五分子
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第 17図
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M-1における多価染色体及び一価染色体に関連し，そ

の後の時期には各種の異常が起ると予期される。

A-1では観察した 300細胞中 81の細胞に 1個から 4

個の遅滞一価染色体(第13図)がみられた。 M-IIにおけ

る核板の染色体数を算定した結果第4表 によると，

その染色体数には43から 53までの広い変異が認められ，

48個の染色体をもっ核板(第14図)は全体の 34%を占め

るに過ぎなかった。

第4表 M-II核板の染色体数(八倍体)

染色体数14344 45 46 47 48 49 50 51 52日ド1
I 1 4 5 15 20 34 13 7 0 1 1 I 101 核板数 I~ ~ v ~V ~v(34%t . v ~ ~ I 

(乙の他37染色体の核板も 1個観察された)

A-II lこは細胞内に4個の染色体群と共に，大部分の細

胞ではその群から梯離(増谷 1962)して細胞質中に散在

する数個の染色体が観察される(第 15図)。この様な時期

の各々の群を構成する染色体数を調査し第5表に示した

が， M-IIの核板におけると同様にその染色体数には著

しい変異 (44~52) があり，大半の染色体群 (7110) は染色

体数に関し平衡を得ていない。また悦離染色体に関連し

て当然その平均数は48より少なくなる (47.6)。

第5表 A-II における染色体の配分

染色体数 144 45 46 47 48 49 50 51 52 I計

I 4 4 8 22 24 13 5 1 1 I 82 
染色体群の数 I-， ~ u ~~ (2910f v ~ ~ I 

四分子期には高い頻度(9510)で四分子が観察される

が，その大部分には第 16図に示した様な小核が認めら

れる。これ等の小核は A-IIにおける必需t染色体に由来

するものであろう。なお四分子の他に五分子が少数観察

された(第 17図)。

摘 要

l. Longltedicellata群に属する四倍額 S.antipovic-

zii BuK. (2 n = 48)， S. ajuscoense BUK. (2 n = 48)及び S.

ajuscoenseの人為八倍体 (2nニ 96)について細胞学的調

査を行なった。

2. 凶倍種2種においては成熟分裂 M-1で弥生に24

IIが観察され，その後の経過も正常とみなしうる。

3. 人為八倍体の成熟分裂 M-1では四価， 三価，二二

価及び一価染色体がみられ， 多価染色体(四価及び三価

染色体)と一価染色体の平均頻度はそれぞれ5.08，3.54で

あった。これと関連してその後の経過はかなり乱れる傾

向があり， A-1における遅滞一価染色体，各時期の不均

ーな染色体配分及び四分子期における小核形成等が観察

された。
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